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5

苦しむ⼈への援助と5つの課題
（全体像）



6

苦しみの構造



苦しんでいる⼈は⾃分の苦しみを
わかってくれる⼈がいるとうれしい

わかってくれる⼈



相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるため

の聴き⽅

反復
相⼿のメッセージを⾔語化して返す

沈黙
相⼿の⼼の準備ができるのを待つ
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問いかけ
「思い」を明らかにし「⽀え」を意識する



援助者

援助者

相⼿

相⼿

相⼿

そうなん
です︕

相⼿を理解することは
⼤切です。
しかし、相⼿のすべて
を理解することは
できません。

相⼿の伝えたいメッ
セージをキャッチする

⾔葉にしたメッセージ
を相⼿に返す

相⼿の伝えたいメッ
セージを⾔葉にする

相手から見て「わかってくれる人

（理解してくれる人）」になるための聴き方(反復）



援助者
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援助者

相⼿

相⼿

相⼿

そうなんです︕

相⼿を理解することは
⼤切です。
しかし、相⼿のすべて
を理解することは
できません。

相⼿の伝えたいメッ
セージをキャッチする

⾔葉にしたメッセージ
を相⼿に返す

相⼿の伝えたいメッ
セージを⾔葉にする

•私が相⼿を理解しようとすることは⼤切

•しかし私は相⼿を100％理解することはできない。

•相⼿が私をわかってくれる⼈（理解してくれる⼈）と思う
ことは可能性がある。

•苦しんでいる⼈は、⾃分の苦しみを解ってくれる⼈がいる
とうれしい

•どんな私であれば苦しむ相⼿から⾒て、わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）になれるか。それは聴いてくれる私
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沈黙の意味
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相⼿の⼼の中

⾔葉に出すって
とてもエネルギー
のいること
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＜参考＞「沈黙」と「間」



相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるため

の聴き⽅
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問いかけ
「思い」を明らかにし「⽀え」を意識する
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「問いかけ」︓使⽤上の注意①



16

苦しむ⼈への援助と5つの課題
（全体像）

⽀え
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苦しみから学ぶこと



18

3つの⽀え



将来の夢

•⼦供たちに⾃分の⽣きてきた⼈⽣の話をしておきたい
•家系図を完成して⼦供たちに伝えておきたい
•私がいなくなった後のものの整理について話し合っておき
たい
•運動会を⾒に⾏きたい。
•料理を教えたい
•⾃叙伝を書きたい
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20

3つの⽀え
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⽀えとなる関係
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3つの⽀え
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選ぶことができる⾃由
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選ぶことができる⾃由
「〜を選ぶことができると穏やか」＝穏やかになる条件
考えるための視点
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＜参考＞尊厳

u重要・⼤切と思うこと
u誇り
u果たしてきた役割
u達成したこと
u伝えたい⼈⽣の教訓
u伝えたい⼤切な⼈への希望 など・・・



問いかけまでの流れ

反復・沈黙からの問いかけ
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27

苦しみから⾒えてきた⽀えに気づく（中級）
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苦しみから⾒えてきた⽀えに気づく（中級）



•私が知りたいことを聞くのではなく
•相⼿の想いを明確化し、本⼈が気づかなかった⽀え
を意識化する。

問いかけの意義
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相⼿の想いを反復

相⼿の⽀えを反復

相⼿の想いを明確化

相⼿の⽀えを意識化

振り返ってみて 「⽀え」になった
ものはありますか︖

相⼿の⽅の「想い」について伺っ
てもいいですか
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事例紹介 （Aさん）
45歳 男性（40歳⼥性）
会社員（中間管理職）部下からの信頼も厚く、上司からも期待されていた。

妻40歳（夫45歳） ⼦供 1男2⼥ （⾼1娘 中2息⼦ ⼩5娘）

病名︓⼤腸がん 多発転移 腹膜播種

経過

• 2年前の健康診断でがんが⾒つかったが ⾟い治療や⼿術に耐え、
職場に復帰することが出来た。

• 2か⽉前、少し体調がすぐれず受診したところ、再発と⾔われた。す
でに治療できる状態ではない為在宅療養で様⼦を⾒ることに。余
命はもって半年と⾔われている。
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ロールプレイ「1対1で対応する（ミクロ）」
反復・沈黙＋問いかけ（2/2）



ロールプレイ（反復・沈黙・問いかけ）

• 3⼈1組になる（患者役、聴き役、観察者もしくはファシリテーター）
•役になりきる
• ・書いていなことはアドリブで。
聴き役の「今、気になっていることは、どんなことですか︖」から始めてくださ
い。
援助者は患者役の⾔葉を丁寧に反復・沈黙を⾏った後（４分）問いか
けを⾏います。（３分）

•７分×３回各フィードバック各３分 全体フィードバック５分
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ありがとう
ございました

ペットは話ができなくてもそばにいるだけで⽀えになります


